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就学前教育における発達課題とその遂行――幼保一元化と小学校への接続

子ども学科　佐々　加代子

（1）研究目的

　学校教育では小 1 問題が重たい課題になって

いる。幼児期から学童期への接続・移行に何らか

の問題があったと言わざるを得ない。就学前教育

におけるそれぞれの子どもたちの発達課題がみえ

ており，そこに教育・保育実践が加えられていれ

ば，接続・移行の問題はかなり改善されるのでは

ないだろうか。幼児教育・保育実践現場で，臨床

的視点を加えて就学前教育における問題の見方が

明確になれば，その子どもたちの発達課題が見え

てくる。得られた知見のもとによる成果を得るこ

とは，就学前に潜む問題と課題が明確になるもの

ととらえられる。

（2）研究成果の報告

1. 幼稚園期になるまでの子どもの体全体の育ちの

脆弱化が明確になった。問題の要因について見

えてきた。

2. 一人一人の個別の発達評価から個とクラス集団

の発達課題が見い出せることになった。その発

達課題の支援としての教育実践が求められるこ

とになる。

3. 教育・保育者側にその発達課題を見据えて実践

してくには，視点が必要であり，実践力が求め

られることになる。

4. 現場のなかでその視点を得て実践が可能になる

には園内外での研修が求められる。

5. 教育課程の編成は，従来型ですすめていくと

無理が生じることになる。編成を変えていくに

は，就学前までにどこまでの育ちへの支援があ

るといいのかが問われてくる。

6. 個別とクラス集団の発達課題の幅の広がりと問

題の深さによって，教育課程全体を編成しなお

し急務になる。園の運営上の課題になる。
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はじめに

　平成 20 年度までの 3 年間学術振興資金を得て

「子育て支援ネットワークづくりに関する研究」

として，小平市や周辺自治体における子育て支援

の現状と課題についての調査研究をさまざまな角

度から取り組み，地域における子育て支援のほか

ソーシャル・キャピタルの現状，及び保・幼・小

の連携についてまとめてきた。更に平成 22 年度

までの 2 年間は「小平地域における子育てネット

ワークに関する研究」として研究を継続し，平成
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